
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

   

今
年
こ
そ
住
民
が
主
人
公
の
政
治
を
！
野
党
の
本
気
の
共
闘
の
力

で
国
民
に
希
望
の
持
て
る
政
治
を
実
現
致
し
ま
し
ょ
う
。
野
党
共
闘

の
三
つ
の
理
念
、『
立
憲
主
義
の
回
復
』、『
格
差
の
是
正
』、『
多
様
性

の
容
認
』
の
具
体
的
政
策
で
、
一
日
も
早
く
安
倍
政
権
を
終
わ
ら
せ
ま

し
ょ
う
。 

当
町
で
は
「
公
共
施
設
の
統
廃
合
問
題
」
の
具
体
化
の
説
明
会
が
始

ま
り
ま
す
。
安
全
で
住
み
良
い
町
づ
く
り
を
共
に
考
え
ま
し
ょ
う
。
本

年
も
相
変
わ
ら
ず
ご
支
持
、
ご
支
援
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
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日
本
共
産
党
寄
居
町
委
員
会 
委
員
長 

 

町
議 

田
母
神 

節
子 

 

 

節
目
の
年
を
迎
え
、
皆
様
は
ど
う
お
過
し
で
す
か
。
昨
年
は
統
一
地

方
選
挙
、
参
議
院
選
挙
、
埼
玉
知
事
選
挙
に
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を
頂

き
ま
し
た
。
寄
居
町
で
は
、
初
め
て
の
無
投
票
な
り
ま
し
た
。
公
約
実

現
に
む
け
て
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

消
費
税
１
０
％
へ
の
増
税
で
、
町
民
の
暮
ら
し
は
苦
し
い
所
に
追

い
打
ち
を
か
け
さ
ら
に
苦
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
自
治
体
の
目
的
は

「
町
民
の
福
祉
の
向
上
」
で
す
。
町
民
が
生
き
生
き
と
生
活
で
き
る
町

政
の
実
現
に
む
け
て
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

日
本
共
産
党
寄
居
町
委
員
会 

副
委
員
長  

町
議 

大 

澤  

博 
       

                 

 

十
二
月
定
例
町
議
会
が
１
２
月
３
日
か
ら
２
０
日
日
の
間
、
開
催
さ
れ 

ま
し
た
。 

♠
日
本
共
産
党
の
田
母
神
議
員
は
、
防
災
対
策
の
強
化
・
推
進
と
非
核

平
和
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
質
問
し
、
防
災
弱
者
へ
の
配
慮
、
災
害
避
難

体
制
の
強
化
を
求
め
、
防
災
ラ
ジ
オ
や
平
和
教
育
へ
の
提
案
を
い
た
し
ま

し
た
。
町
は
オ
ス
プ
レ
イ
の
低
空
飛
行
問
題
で
は
、
関
知
し
な
い
と
い
う
態

度
を
示
し
ま
し
た
。 

♠
大
澤
議
員
は
買
い
物
弱
者
対
策
と
競
輪
場
外
車
券
売
り
場
へ
の
対
応

を
質
問
し
、
移
動
販
売
の
推
進
で
は
前
向
き
な
回
答
も
あ
り
ま
し
た
。  

町
は
、
場
外
車
券
売
り
場
へ
の
対
応
で
、
業
者
が
国
に
認
可
を
受
け
て
行

う
事
業
で
責
任
が
な
い
、
と
当
事
者
意
識
の
な
い
見
解
を
し
め
し
ま
し
た
。 

 

条
例
一
部
改
正
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
対
応
い
た
し
ま
し
た
。  

○
家
庭
的
保
育
事
業
の
設
備
、
運
営
基
準
条
例
一
部
改
正 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【
反
対
し
ま
し
た
】 

 

本
来
、
公
的
な
認
可
保
育
所
建
設
と
保
育
士
の
処
遇
改
善
を
進
め

る
べ
き
で
、
民
間
や
企
業
、
個
人
の
家
庭
保
育
室
に
頼
る
施
策
に
は
反

対
で
す
。 

○
男
衾
駅
西
側
公
共
下
水
負
担
金
の
一
部
改
正 【

反
対
し
ま
し
た
】  

低
年
金
生
活
世
帯
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
世
帯
に
は
大
き
な
負

担
に
な
り
ま
す
。
減
額
策
を
考
え
る
べ
き
で
す 

 

田
母
神
、
大
澤
両
議
員
の
一
般
質
問
要
旨
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

◇
◇ 

大
澤 

博 
議
員 

一
般
質
問
要
旨 

◇
◇ 

一
、
高
齢
者
支
援
策
の
充
実
を 

 

【
問
】
交
通
手
段
が
無
い
買
物
困
難
者
の
実
態
調
査
と
支
援
が
必
要
で
は

な
い
で
す
か 

【
回
答
】 

３
年
ご
と
に
「
生
活
実
態
調
査
」
を
実
施
し
て
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
に
進
め
ま
す
。
生
活
支
援
・
介
護
予
防
協
議
会
が
「
買
い
物
支

援
」
に
取
り
組
み
、
月
１
回
の
移
動
販
売
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。 

【
問
】
買
物
困
難
者
の
多
い
地
域
に
、
小
売
り
業
者
と
提
携
し
て
移
動
販

売
車
、
買
物
バ
ス
の
運
行
な
ど
、
支
援
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

【
回
答
】 

移
動
販
売
は
、
折
原
地
区
の
１
地
区
に
月
１
回
を
開
始
し
て
い
ま

す
。
他
地
区
か
ら
の
要
望
も
あ
り
、
地
区
の
意
思
を
尊
重
し
調
整
し
ま

す
。
買
物
バ
ス
運
行
は
、
生
活
支
援
・
介
護
予
防
協
議
会
が
研
究
し
て

い
ま
す
が
、
結
論
に
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

【
問
】社
会
福
祉
協
議
会
ふ
れ
あ
い
サ
ー
ビ
ス
※(

有
償
家
事
援
助
サ
ー
ビ

ス
）
制
度
普
及
の
た
め
、
必
要
性
の
あ
る
高
齢
者
を
個
別
に
訪
問
し
た
ら

ど
う
で
し
ょ
う
か
。 

※
年
会
費
５
０
０
円
、
利
用
料
は
１
時
間
６
５
０
円
で
、
生
活
必
需
品

等
の
買
い
物
が
で
き
る
制
度 

 

【
回
答
】 

「
社
協
だ
よ
り
」「
ほ
っ
と
ラ
イ
ン
通
信
」
で
定
期
的
に
広
報
し
て
い

ま
す
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
６
月
に
毎
戸
配
布
し
た
ほ
か
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
、
福
祉
委
員
な
ど
へ
も
周
知
に
努
め
て
い
ま
す
。 

【
問
】深
谷
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
バ
ス「
く
る
リ
ン
」と
提
携
し
、
町
内
を
循
環

さ
せ
て
、
高
齢
者
支
援
策
に
で
き
ま
せ
ん
か
。 

 
 

(

裏
面
に
続
く) 

◇
◇
寄
居
町
十
二
月
議
会
報
告
◇
◇ 
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◇◇公共施設の統廃合計画説明会に参加を◇◇ 
 町は今後３０年～４０年間の少子高齢化進展に伴い、公共施設

を３０％削減するとしています。                         

“公共施設等総合管理計画アクションプラン(案)住民説明会”
が開催されます 

管理計画アクションプラン(案)の実現には住民の同意が必要で、そ

の為の説明会の日程が決まりました。 

居住地域説明会でなくても参加できます。                            

※○印は全て午後７時～８時半の開催です。 

○１月２０日(月) 市街地 寄居会館 

○１月２１日(火) 西部 西部コミセン          

○１月２３日(水) 桜沢 桜沢コミセン         

○１月２４日(木) 折原 カタクリ体育館      

○１月２７日(月) 鉢形 鉢形財産区会館     

○１月２８日(火) 男衾 男衾コミセン 

○１月２９日(水) 用土 用土コミセン 

■２月１日(土) 全地区向け、中央公民館だけは午前１０時～ 

１１時半の開催です。 

新
春
に
寄
せ
て 


